
さ
れ
る
。
羨
道
部
は
比
較
的
小
型
の
石
材
を
積
み
上
げ
る
が
、
そ
の
た
め

に
大
き
く
東
へ
押
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
の
幅
は
確
認
で
き
な
い
。

三
号
墳

墳

丘

石
室
入
口
の
両
側
で
大
き
く
土
取
り
が
な
さ
れ
て
い

る
。
石
室
最
前
部
の
石
材
が
埋
も
れ
て
詳
細
を
確
認
で
き
な
い
が
、
北
西

の
墳
裾
か
ら
石
室
最
前
面
の
規
模
を
測
る
と
約
一
九
㍍
と
な
る
。
こ
れ
も

排
水
溝
北
西
側
に
最
大
幅
五
㍍
ほ
ど
の
周
溝
の
痕
跡
が
見
え
る
。

主

体

部

三
室
構
造
と
な
る
横
穴
式
石
室
で
あ
り
、
一
・
二
号
墳

と
主
軸
が
異
な
る
。
長
さ
一
二
・
三
㍍
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
な
お
左
右

に
石
材
が
埋
没
し
て
い
る
。
玄
室
は
長
さ
三
㍍
、
幅
二
・
六
㍍
、
高
さ

二
・
九
㍍
ほ
ど
の
規
模
と
な
る
が
、
こ
れ
も
床
面
は
埋
没
し
て
い
る
。
腰

石
に
使
用
す
る
石
材
は
最
も
大
き
く
、
奥
壁
の
そ
れ
は
高
さ
が
二
・
八
㍍

を
超
え
、
両
側
壁
も
ほ
ぼ
一
枚
石
で
幅
二
・
六
〜
二
・
八
㍍
、
高
さ
二
・

四
㍍
以
上
の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
奥
壁
と
左
右
両
側

壁
の
腰
石
の
高
さ
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
中
室
は
長
さ
約
二
㍍
、
幅
二

㍍
、
高
さ
二
・
二
㍍
を
測
る
。
腰
石
は
左
右
と
も
に
一
枚
で
、
そ
の
上
に

二
段
を
積
む
点
で
は
一
号
墳
に
似
る
。
前
室
は
長
さ
約
二
・
二
㍍
、
幅
は

乱
れ
る
が
二
㍍
前
後
、
高
さ
は
三
室
の
中
で
最
も
低
く
約
二
㍍
と
な
る
。

石
材
も
玄
室
、
中
室
、
前
室
の
順
に
小
型
化
し
て
い
る
。

以
上
の
三
基
は
、
石
材
の
大
き
さ
や
積
み
方
に
注
目
す
れ
ば
二
号
墳
↓

一
号
墳
↓
三
号
墳
の
順
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
三
号
墳
は

同
じ
理
由
か
ら
橘
塚
古
墳
と
綾
塚
古
墳
の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
か
。

九

上
田
出
土
�
製
四
獣
鏡

昭
和
三
十
二
〜
三
十
三
年
（
一
九
五
七
〜
五
八
）
ご
ろ
、
大
字
上
田
大

分
八
幡
神
社
付
近
で
古
門
誠
一
ほ
か
が
ブ
ド
ウ
畑
造
成
に
際
し
て
発
見
し

た
も
の
で
、
直
径
四
㍍
、
高
さ
〇
・
七
㍍
ほ
ど
の
円
墳
か
ら
粘
土
と
と
も

に
出
土
し
た
と
伝
え
る
が
、
現
在
は
位
置
を
確
認
で
き
な
い
。

直
径
一
〇
・
一
�
、
鈕
の
部
分
の
厚
さ
〇
・
九
�
を
測
る
完
形
鏡
で
あ

る
。
無
文
の
斜
縁
、
二
条
の
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
、
そ
し
て
内
区
に
走

獣
四
頭
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
鈕
孔
は
ち
ょ
う
ど
走
獣
の
頭
部
に
開
け
ら

れ
て
い
て
、
円
座
乳
・
文
様
の
配
置
は
正
確
で
あ
る
。
走
獣
は
長
胴
で
、

首
が
後
ろ
向
き
に
長
く
立
ち
上
が
り
、
く
ち
ば
し
も
含
め
て
鳥
首
状
と
な

る
。
四
体
と
も
ほ
ぼ

同
じ
図
案
と
な
る
。

文
様
は
と
て
も
明

瞭
に
鋳
出
さ
れ
て
い

て
、
配
置
も
整
然
と

す
る
、
優
品
と
い
っ

て
も
よ
い
も
の
で
あ

る
。
遺
存
状
態
も
良

好
。古

墳
時
代
前
期
後

半
に
属
す
る
も
の
で

第４章 古 墳 時 代
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あ
ろ
う
。

一
〇

緊
急
発
掘
調
査
さ
れ
た
古
墳

野
添
遺
跡

県
道
大
久
保
犀
川
線
道
路
改
良
工
事
に
よ
っ
て
平
成

八
・
九
年
度
に
発
見
・
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
町

南
部
の
鉄
甲
帽
山
か
ら
派
生
す
る
小
支
丘
上
に
位
置
し
、
最
高
所
の
標
高

は
五
五
㍍
を
測
る
。
四
基
の
古
墳
な
ど
が
調
査
さ
れ
た
。

一
号
墳

墳

丘

南
半
分
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
直
径
あ
る
い
は
一
辺

長
八
㍍
の
円
（
方
）
墳
に
復
元
で
き
る
。
盛
土
は
〇
・
五
㍍
ほ
ど
に
過
ぎ

な
い
。

主

体

部

中
央
部
に
厚
さ
二
〇
�
ほ
ど
の
扁
平
な
石
材
を
長
辺
に

左
右
五
個
並
べ
、
頭
位
の
小
口
に
は
板
石
を
立
て
据
え
、
足
位
の
小
口
に

は
木
板
を
立
て
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
の
高
さ
で
は
遺
体

を
埋
葬
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
半
円
形
に
近
い
木
蓋
で
覆
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
特
殊
な
木
棺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
溝
か
ら
畿
内
系
の
直
口

壷
が
出
土
し
た
が
、
主
体
部
内
は
無
遺
物
で
あ
る
。

二
号
墳

墳

丘

一
号
墳
の
南
西
、
三
号
墳
の
裾
に
あ
る
。
周
溝
は
西
側

を
コ
字
形
に
巡
る
が
、
そ
の
内
側
長
は
六
㍍
に
過
ぎ
な
い
。
一
号
墳
の
の

る
尾
根
線
上
に
位
置
す
る
南
側
は
幅
五
㍍
ほ
ど
の
幅
広
い
も
の
と
な
り
、

こ
こ
か
ら
土
器
や
砥
石
が
出
土
し
た
。
主
体
部
は
コ
字
形
周
溝
の
中
央
付

近
に
箱
式
石
棺
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
足
位
（
南
側
）
に
斜
交
し
て
石
蓋
土

壙
墓
が
置
か
れ
て
い
た
。
盛
土
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。

主

体

部

箱
式
石
棺
は
長
さ
一
・
八
㍍
、
幅
〇
・
二
〜
〇
・
四

㍍
、
高
さ
〇
・
二
㍍
の
規
模
を
も
ち
、
頭
部
に
は
粘
土
を
用
い
た
枕
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
石
蓋
土
壙
墓
は
素
掘
り
の
穴
（
土
壙
墓
）
を
石
で
覆
っ

た
も
の
で
、
長
さ
一
・
二
㍍
、
幅
〇
・
三
㍍
弱
、
高
さ
〇
・
一
㍍
ほ
ど
の

規
模
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
内
部
に
副
葬
遺
物
は
な
か
っ
た
。

三
号
墳

墳

丘

最
高
所
に
位
置
し
、
こ
の
古
墳
群
の
盟
主
墳
で
あ
る
。

部
分
的
な
調
査
で
あ
る
が
、
一
辺
長
一
二
㍍
ほ
ど
の
方
形
に
近
い
形
状
と

な
る
よ
う
で
、
傾
斜
の
急
な
斜
面
の
一
部
を
除
い
て
幅
二
・
五
㍍
の
周
溝

を
巡
ら
せ
る
。
盛
土
は
〇
・
五
㍍
ほ
ど
で
あ
る
。
主
体
部
は
木
棺
と
箱
式

石
棺
各
一
基
で
、
周
溝
内
で
も
箱
式
石
棺
一
基
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
墳

丘
裾
付
近
か
ら
土
師
器
壷
が
出
土
し
て
い
る
。

主

体

部

木
棺
は
中
央
部
に
置
か
れ
、
長
さ
二
・
八
㍍
、
幅
〇
・

八
㍍
、
高
さ
〇
・
四
㍍
の
箱
形
と
推
測
さ
れ
、
粘
土
で
目
張
り
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
棺
内
の
足
下
付
近
か
ら
�
が
出
土
し
て
い
る
。
箱
式
石

棺
は
や
や
脇
に
あ
っ
て
、
木
棺
と
は
主
軸
が
ず
れ
て
い
る
。
長
さ
二
㍍
、

幅
〇
・
四
㍍
、
高
さ
〇
・
三
㍍
の
規
模
で
、
や
は
り
頭
部
に
粘
土
で
造
っ

た
枕
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
脇
に
鉄
斧
が
あ
っ
た
。
棺
内
か
ら
歯
と
大

腿
骨
が
出
土
し
、
三
十
代
の
男
性
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

四
号
墳
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